
 
 

第２８６回大学院医学研究科倫理委員会議事要旨 

 

 

日  時  平成２７年 ５月２７日（水） １８時００分～１８時４５分 

場  所  医学部長室 

      土田成紀（委員長）、山田俊幸、工藤 耕、片山良子、花田久美子，村上 学，今泉忠

淳，中村和彦，佐々木賀広、福田眞作，大門 眞 

 欠 席 者  中林裕雄、平野 潔 
 

確認事項  

 １ 第２８５回大学院医学研究科倫理委員会議事要旨（案）【事前配布１】 

 

報告事項 

１ 臨床試験・研究等の倫理審査結果一覧 

4 月 22 日から 5 月 26 日の間に答申された倫理審査結果２１件について，下記のとおり報告

した。 

サイトメガロウイルス角膜内皮炎に対する抗ウイルス薬の治療効果 

（地域医療学講座 助手 安達 功武 ※審査結果：再審査） 

 

頭頚部がんで放射線療法を受ける患者の照射部皮膚反応の客観的評価 

（看護部 看護師 佐藤 裕美子 ※審査結果：条件付承認） 

 

各種網膜硝子体疾患における硝子体内の生理活性物質の濃度の検討 

（眼科学講座 准教授 鈴木 幸彦 ※審査結果：条件付承認） 

 

ステロイド緑内障に対するリパスジル点眼の効果の検討 

（地域医療学講座 助手 安達 功武 ※審査結果：再審査） 

 

癌間質制御による免疫担当リンパ球の抗腫瘍活性増強 

（消化器外科，乳腺外科，甲状腺外科 講師 工藤 大輔 ※審査結果：再審査） 

 

胃の NBI 拡大観察における White zone の領域分割と組織相関 

（高度救命救急センター 助手 吉田 健太 ※審査結果：承認） 

 

血清中抗 GM-CSF 抗体陰性の続発性肺胞蛋白症の発症に関連する遺伝子の解析 

（循環器内科，呼吸器内科，腎臓内科 講師 當麻 景章 ※審査結果：承認） 

 

 



高感度トロポニンⅠによる急性冠症候群の迅速診断 

（循環器内科，呼吸器内科，腎臓内科 助教 横山 公章 ※審査結果：承認） 

 

安定型冠動脈疾患を合併する非弁膜症性心房細動患者におけるリバーロキサバン単剤療法に

関する臨床研究（AFIRE Study） 

（心臓血管病先進治療学講座 准教授 樋熊 拓未 ※審査結果：条件付承認） 

 

高リスク胚芽腫に対する Dose-dence cisplatin 療法と外科療法の安全性を評価する多施設

共同臨床試験 JPLT3-H 

（小児科 助教 佐々木 伸也 ※審査結果：条件付承認） 

 

岩木地区・相馬地区住民における健康調査（平成 27 年度岩木健康増進プロジェクト プロジ

ェクト健診）及びこれに基づく疾患予兆法と予防法の開発 

（社会医学講座 教授 中路 重之 ※審査結果：承認） 

 

悪性脳腫瘍に対する抗悪性腫瘍剤治療における薬剤耐性遺伝子検査 

（脳神経外科 助手 片山 耕輔 ※審査結果：承認） 

 

炎症における赤血球の役割 

（検査部 助手 山本 絢子 ※審査結果：承認） 

 

RET 融合遺伝子等の低頻度の遺伝子変化陽性肺癌の臨床病理学的，分子生物学的特徴を明ら

かにするための前向き観察研究 

（循環器内科，呼吸器内科，腎臓内科 講師 當麻 景章 ※審査結果：承認） 

 

多血小板血漿による関節軟骨および軟部組織修復に関する臨床研究 

（整形外科学講座 教授 石橋 恭之 ※審査結果：再審査） 

 

妊婦に対する配偶者の意識調査についての研究 

（健康支援科学領域 教授 樋口 毅 ※審査結果：条件付承認） 

 

C 型肝炎ウイルス感染症を伴う非代償性肝硬変に対し実子（長男）をドナーとした生体肝移

植を行う。 

（消化器外科，乳腺外科，甲状腺外科 教授 袴田 健一 ※審査結果：承認） 

 



赤血球溶出ケモカイン測定による赤血球血液製剤の品質評価 

（医療技術部検査部門 臨床検査技師 小笠原 脩 ※審査結果：承認） 

 

潰瘍性大腸炎手術後の患者における残存直腸粘膜と肛門機能に関する観察研究 

（消化器外科学講座 助教  諸橋  一 ※審査結果：承認） 

 

ステロイド緑内障に対するリパスジル点眼の効果の検討 

（地域医療学講座 助手 安達 功武 ※審査結果：条件付承認） 

 

電子スピン共鳴法（ESR）による皮膚疾患の研究 

（皮膚科 医員 皆川 智子 ※審査結果：条件付承認） 

 

２ 臨床研究等終了報告書・中止報告者             【当日回覧】 

○委員長から，当日回覧のとおり，臨床研究等終了報告書 4 件，中止報告書 1 件の提出

があった旨を報告した。 

 

議 題 

１ 電算化の現状について【当日配布１，２，３】 

  ○委員長から倫理申請の電算化の現状及び利益相反マネジメント変更についての概要を

当日配布２，３，４により説明した。 


